
(57)【要約】

【課題】空気中の粉塵に帯電させる荷電部と、前記荷電

部の下流側に設けられた集塵部をそなえた空気清浄機に

おいて、集塵部の電極構造によって集塵効果を増大させ

る。

【解決手段】空気中の粉塵に帯電させる荷電部３と、前

記荷電部の下流側に設けられた集塵部５をそなえた空気

清浄機において、前記集塵部５が、フィルタ部材５１と

、その上流側と下流側に、通風孔をそなえた電極板５５

２、５３を設けている場合は、前記上流側電極板５２と

下流側の電極板５３に設けた通風孔５４と５５を相互に

ずらせ、反発電極５６と集塵電極５７を積層状態に設置

する場合は、空気流の方向に傾斜させて、集塵部５を通

過する粉塵の滞留を長くする。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
空 気 中 の 粉 塵 に 帯 電 さ せ る 荷 電 部 と 、 前 記 荷 電 部 の 下 流 側 に 設 け ら れ た 集 塵 部 を そ な え 、
前 記 集 塵 部 が 、 フ ィ ル タ 部 材 と 、 そ の 上 流 側 と 下 流 側 に 、 通 風 孔 を そ な え た 電 極 板 を 設 け
て い る 空 気 清 浄 機 に お い て 、 前 記 上 流 側 の 電 極 板 と 下 流 側 の 電 極 板 に 設 け た 通 風 孔 を 、 相
互 に ず ら せ た 位 置 に 設 け て い る こ と を 特 徴 と す る 空 気 清 浄 機 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 下 流 側 の 電 極 板 が 、 絶 縁 物 で 被 覆 さ れ て い る 請 求 項 １ の 空 気 清 浄 機 。
【 請 求 項 ３ 】
空 気 中 の 粉 塵 に 帯 電 さ せ る 荷 電 部 と 、 前 記 荷 電 部 の 下 流 側 に 設 け ら れ た 集 塵 部 を そ な え 、
前 記 集 塵 部 が 、 複 数 枚 の 通 気 性 を 有 す る 反 発 電 極 と 集 塵 電 極 を 、 吸 入 空 気 流 に 対 し て 直 交
す る 方 向 に 積 層 配 置 し た 空 気 清 浄 機 に お い て 、 前 記 反 発 電 極 と 集 塵 電 極 を 、 吸 入 空 気 流 の
方 向 に 対 し て 傾 斜 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 空 気 清 浄 機 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 反 発 電 極 と 集 塵 電 極 の い ず れ か 一 方 を 、 吸 入 空 気 流 の 方 向 に 屈 曲 さ せ て プ リ ー ツ 状 に
形 成 し 、 他 方 が 平 板 状 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 ３ の 空 気 清 浄 機 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 反 発 電 極 と 集 塵 電 極 の そ れ ぞ れ 両 面 に 、 酸 性 ガ ス 用 添 着 形 活 性 炭 、 塩 基 性 ガ ス 用 添 着
形 活 性 炭 、 ア ル カ リ 性 ガ ス 用 添 着 形 活 性 炭 、 オ ゾ ン 除 去 用 添 着 形 活 性 炭 、 二 酸 化 マ ン ガ ン
と 酸 化 ア ル ミ ナ を 主 成 分 と す る 触 媒 、 か ら な る 吸 着 材 の い ず れ か が 固 着 さ れ て い る 請 求 項
３ ま た は ４ の 空 気 清 浄 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 室 内 の 空 気 を 浄 化 す る 空 気 清 浄 機 に 係 り 、 特 に 塵 埃 を 帯 電 さ せ て 捕 集 す る 電 気
式 空 気 清 浄 機 の 構 成 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 室 内 の 空 気 中 に 含 ま れ て い る 粉 塵 を 帯 電 さ せ て 集 塵 電 極 に 捕 集 さ せ る よ う に し た 空
気 清 浄 機 は 、 吸 入 空 気 の 流 れ に 沿 っ て 、 プ レ フ ィ ル タ 、 荷 電 部 、 集 塵 部 、 脱 臭 フ ィ ル タ の
順 に 配 置 し 、 プ レ フ ィ ル タ で 大 き な 粉 塵 を 除 去 し 、 プ レ フ ィ ル タ を 通 っ た 空 気 中 の 粉 塵 を
、 放 電 電 極 と 対 向 電 極 で 構 成 さ れ た 荷 電 部 で 、 コ ロ ナ 放 電 に よ っ て プ ラ ス に 荷 電 さ せ 、 荷
電 し た 粉 塵 を マ イ ナ ス 極 性 の 集 塵 部 で 捕 集 す る よ う に し て お り 、 浄 化 さ れ た 空 気 は 、 脱 臭
フ ィ ル タ を 通 し て 排 出 さ れ る 。
こ の よ う な 空 気 清 浄 機 の 例 は 、 た と え ば 特 開 平 １ － ２ ６ ６ ８ ６ ３ 号 、 特 開 平 ７ － ８ ８ ３ ９
８ 号 な ど に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ８ は 従 来 の 例 を 示 す 縦 断 面 図 で 、 ケ ー ス １ 内 の 吸 気 口 ２ 側 に プ レ フ ィ ル タ ９ を そ な え 、
そ の 下 流 側 に 、 直 流 高 圧 電 源 ４ に 接 続 さ れ て プ ラ ス に 充 電 さ れ た 複 数 の 放 電 極 ３ １ と 、 マ
イ ナ ス に 充 電 さ れ た 対 極 ３ ２ か ら な る 荷 電 部 ３ が 設 け ら れ て い る 。 前 記 荷 電 部 ３ の 下 流 に
集 塵 部 ５ が 配 置 さ れ 、 こ の 集 塵 部 ５ は 、 多 数 の プ ラ ス と マ イ ナ ス に 分 極 さ れ た 繊 維 で 構 成
し た フ ィ ル タ 部 材 ５ １ と 、 そ の 上 流 側 の 面 に 、 直 流 高 電 圧 電 源 ６ の マ イ ナ ス 側 に 接 続 し て
ア ー ス さ れ た 上 流 側 電 極 板 ５ ２ を そ な え 、 下 流 側 の 面 に 、 プ ラ ス 側 に 接 続 さ れ た 下 流 側 電
極 板 ５ ３ を 重 ね て 構 成 し て い る 。 フ ィ ル タ 部 材 ５ １ は 誘 電 フ ィ ル タ や 帯 電 フ ィ ル タ が 用 い
ら れ 、 前 記 電 極 板 ５ ２ 、 ５ ３ は 導 電 性 網 や 打 抜 金 属 板 な ど が 使 用 さ れ て い る 。 ７ は 集 塵 部
５ の 下 流 に 設 け た 送 風 フ ァ ン 、 ８ は 排 出 口 、 ５ ４ は 上 流 側 電 極 板 ５ ２ に 設 け た 通 風 孔 、 ５
５ は 下 流 側 電 極 板 ５ ３ に 設 け た 通 風 孔 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
吸 気 口 ２ か ら 流 入 し プ レ フ ィ ル タ ９ を 通 っ た 空 気 中 の 粉 塵 は 、 荷 電 部 ３ で 放 電 極 ３ １ か ら
対 極 ３ ２ に 向 か っ て 生 じ る コ ロ ナ 放 電 に よ り プ ラ ス に 荷 電 さ れ る 。 こ の 粉 塵 の 一 部 は 、 荷
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電 部 ３ の ア ー ス さ れ た 対 極 ３ ２ に 付 着 さ れ る が 、 大 部 分 は 集 塵 部 ５ に 送 ら れ 、 前 記 上 流 側
電 極 板 ５ ２ の ク ー ロ ン 力 に よ っ て フ ィ ル タ 部 材 ５ １ に 送 り 込 ま れ 、 目 付 け 量 に 応 じ た 集 塵
効 率 で メ カ ニ カ ル に 捕 集 さ れ る と と も に 、 両 側 面 の 電 極 板 ５ ２ 、 ５ ３ 間 に 発 生 す る 電 界 に
よ り フ ィ ル タ 部 材 ５ １ の 繊 維 が 誘 電 分 極 さ れ 、 繊 維 の マ イ ナ ス 分 極 部 に 付 着 し て 捕 集 さ れ
る 。
な お 、 下 流 側 電 極 ５ ３ に は プ ラ ス の 高 電 圧 が 印 加 さ れ て い る の で 、 プ ラ ス に 帯 電 し た 粉 塵
に 、 空 気 の 流 れ 方 向 と は 逆 の ク ー ロ ン 力 が 作 用 し て フ ィ ル タ 部 材 内 、 と く に 下 流 側 で 粉 塵
の 速 度 を 低 下 さ せ 、 滞 留 時 間 を 延 ば し て 付 着 効 率 を 向 上 さ せ る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 特 開 平 ７ － ８ ８ ３ ９ ８ 号 の 空 気 清 浄 装 置 で は 、 導 電 性 で 通 気 性 を 有 す る 捕 集 電 極 板
を 、 空 気 の 流 れ に 直 交 さ せ て 、 ひ だ 状 に 屈 曲 さ せ た プ リ ー ツ 電 極 を 用 い て 接 地 さ せ 、 そ の
凹 部 分 に 高 電 圧 の 捕 集 電 極 を 対 向 さ せ て 空 気 の 流 れ を 改 善 さ せ た も の が 示 さ れ て い る 。
な お 、 荷 電 部 や 集 塵 部 に は 、 十 分 な 脱 臭 作 用 が な く 、 排 出 さ れ る 清 浄 空 気 に 悪 臭 が 残 る た
め 、 特 開 平 １ １ － １ ３ ８ ０ ４ ８ 号 で は 、 集 塵 部 に 空 気 流 と 直 交 す る 方 向 に 積 層 配 置 し た 複
数 枚 の 電 極 板 を 設 け て マ イ ナ ス に 充 電 さ せ 、 こ の 電 極 板 間 に 酸 化 触 媒 を 配 置 し た も の が 提
案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
図 ９ は 、 こ の よ う な 集 塵 装 置 を 示 す も の で 、 プ レ フ ィ ル タ ９ の 下 流 に 高 圧 電 源 ４ に よ り プ
ラ ス に 充 電 さ れ る 複 数 の 放 電 極 ３ １ と マ イ ナ ス に 充 電 さ れ た 対 極 ３ ２ か ら な る 荷 電 部 ３ と
、 こ の 荷 電 部 ３ の 下 流 に 配 置 さ れ た 集 塵 部 ５ を 設 け 、 集 塵 部 ５ は 、 高 圧 電 源 ６ に 接 続 さ れ
空 気 流 と 平 行 な 複 数 枚 の 集 塵 電 極 ５ ８ を 、 空 気 流 と 直 交 す る 方 向 に 積 層 状 態 に 配 置 し 、 こ
の 集 塵 電 極 ５ ８ 相 互 間 に 二 酸 化 マ ン ガ ン な ど か ら な る 酸 化 触 媒 ５ ９ を そ な え て い る 。
ケ ー ス １ 内 に 空 気 が 吸 入 さ れ る と 、 荷 電 部 ３ に お い て コ ロ ナ 放 電 に よ り プ ラ ス に 荷 電 さ れ
た 粉 塵 が 対 極 ３ ２ と 集 塵 電 極 ５ ８ に 捕 集 さ れ る が 、 荷 電 部 ３ で は コ ロ ナ 放 電 に よ っ て 活 性
酸 素 （ オ ゾ ン を 含 む ） が 発 生 し 、 粉 塵 中 の 臭 気 物 質 と 反 応 し て 化 学 的 に 分 解 ・ 無 臭 化 さ せ
、 さ ら に 集 塵 部 ５ の 酸 化 触 媒 ５ ９ を 活 性 化 し て 、 臭 気 物 質 の 酸 化 を 促 進 さ せ 無 臭 化 す る よ
う に し て い る 。 な お 、 臭 気 成 分 と の 反 応 に 寄 与 し な い で 集 塵 部 ５ を 通 過 し た 活 性 酸 素 は 、
オ ゾ ン 分 解 触 媒 １ １ で 分 解 処 理 さ せ 、 排 出 口 ８ か ら の ケ ー ス 外 へ の 漏 出 を 防 ぐ よ う に し て
い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
こ の よ う に 、 フ ィ ル タ 部 材 の 上 流 側 と 下 流 側 に 電 極 板 を 設 け て 粉 塵 の 捕 集 効 率 を 向 上 さ せ
て お り 、 一 例 で は 、 集 塵 効 率 １ ０ ％ の フ ィ ル タ 部 材 を 使 用 し て ８ ５ ％ の 集 塵 効 率 が 得 ら れ
て い る が 、 こ の 時 の 面 風 速 を ０ ． ５ ｍ ／ ｓ ｅ ｃ と し た 場 合 の 圧 力 損 失 は １ ０ Ｐ ａ 以 下 と 小
さ い 。 こ の 圧 力 損 失 を 維 持 し た ま ま で 、 さ ら に 集 塵 効 率 を 向 上 さ せ る に は 電 極 に 印 加 す る
電 圧 を 上 げ る 方 法 が あ る が 、 電 極 間 の 絶 縁 性 の 確 保 な ど で 限 界 が あ り 、 ま た 、 集 塵 効 率 の
高 い フ ィ ル タ 部 材 を 使 用 す る と 、 圧 力 損 失 が 増 加 し 大 風 量 化 に 対 応 で き な く な る 。 つ ま り
、 低 圧 力 の 維 持 と 集 塵 効 率 の 向 上 に は 限 界 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 荷 電 部 で 発 生 し た 活 性 酸 素 と 集 塵 部 の 酸 化 触 媒 で 、 臭 気 成 分 の 酸 化 分 解 を 行 わ せ る
場 合 、 運 転 時 間 の 経 過 と と も に 荷 電 部 の 電 極 に 粉 塵 が 付 着 堆 積 す る こ と に よ り 放 電 電 流 が
低 下 し て 、 臭 気 成 分 の 分 解 に 必 要 な 活 性 酸 素 量 が 低 下 し 、 臭 気 成 分 と の 化 学 反 応 が 進 行 し
に く く な り 、 結 果 的 に 反 応 中 間 体 （ 異 臭 ） が 酸 化 触 媒 上 に 生 成 さ れ て し ま う 問 題 が あ る 。
な お 、 悪 臭 成 分 の ア ン モ ニ ア は 、 活 性 酸 素 と の 反 応 が 遅 く 、 十 分 な 脱 臭 効 果 が 期 待 で き な
か っ た 。
さ ら に 室 内 が 高 湿 度 の 場 合 は 、 酸 化 触 媒 上 に 捕 捉 さ れ た 臭 気 成 分 や 反 応 中 間 体 の 成 分 が 、
吸 入 空 気 中 の ミ ス ト （ 水 分 子 ） と 置 換 反 応 し て 酸 化 触 媒 か ら 脱 離 し て 漏 出 す る 問 題 が あ る
だ け で な く 、 活 性 酸 素 の 一 部 が 集 塵 部 を 通 過 し て 排 出 さ れ る た め 、 集 塵 部 の 下 流 に オ ゾ ン
分 解 触 媒 を 設 け る 必 要 が あ り 、 圧 力 損 失 の 上 昇 を 招 き 、 装 置 が 大 型 化 す る な ど の 欠 点 が あ
っ た 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 は 、 フ ィ ル タ 部 材 を 用 い た 集 塵 部 に お い て 、 フ ィ ル タ 部 材 両 側 に 設 け た 電 極 板 の 通
風 孔 相 互 の 相 対 位 置 関 係 を 改 善 し て 、 低 圧 力 を 維 持 し て 集 塵 効 率 の 向 上 を 図 る こ と を 目 的
と す る 。
ま た 、 集 塵 部 に 設 け た 集 塵 電 極 と 反 発 電 極 と の 配 置 を 改 善 し て 、 集 塵 効 果 を 向 上 さ せ る と
と も に 、 脱 臭 性 能 を 向 上 さ せ 、 圧 力 損 失 を 低 減 さ せ 、 装 置 を 小 型 化 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の た め 、 ケ ー ス 内 に 空 気 中 の 粉 塵 に 帯 電 さ せ る 荷 電 部 と 、 こ の 荷 電 部 の 下 流 側 に 集 塵 部
を そ な え た 空 気 清 浄 機 に お い て 、 前 記 集 塵 部 が 、 フ ィ ル タ 部 材 を 挟 ん で 、 そ の 上 流 側 と 下
流 側 に 電 極 板 を 設 け 、 前 記 フ ィ ル タ 部 材 の 上 流 側 電 極 板 と 下 流 側 電 極 板 に 設 け た そ れ ぞ れ
の 通 風 孔 を 、 相 互 に ず ら せ た 位 置 に 配 置 さ せ 、 フ ィ ル タ 部 材 を 通 る 空 気 中 に 含 ま れ る 粉 塵
の 滞 留 時 間 を 長 く す る よ う に し て い る 。
な お 、 フ ィ ル タ 部 材 下 流 側 の 電 極 板 は 、 通 風 孔 を 除 い て 絶 縁 物 で 被 覆 す る こ と に よ り 、 フ
ィ ル タ に 堆 積 し た 粉 塵 に よ る 絶 縁 低 下 を 防 ぐ よ う に し て い る 。
ま た 、 集 塵 部 に 吸 入 空 気 流 と 直 交 す る 方 向 に 複 数 枚 の 集 塵 電 極 を そ な え 、 こ の 集 塵 電 極 間
に 反 発 電 極 を 配 置 さ せ 、 集 塵 電 極 と 反 発 電 極 相 互 を 平 行 に 対 向 さ せ た 状 態 で 、 吸 入 空 気 流
の 方 向 に 対 し て 所 定 の 角 度 で 傾 斜 さ せ て 配 置 し て い る 。
ま た 、 集 塵 電 極 と 反 発 電 極 板 と の い ず れ か 一 方 を 、 吸 入 空 気 流 の 方 向 に 屈 曲 さ せ て ブ リ ー
ツ 状 に 形 成 し 、 他 方 を 平 板 状 に 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
さ ら に 臭 気 成 分 を 分 解 脱 臭 す る た め 、 集 塵 電 極 と 反 発 電 極 の 両 面 に 、 酸 性 ガ ス 用 添 着 形 活
性 炭 、 塩 基 性 ガ ス 用 添 着 形 活 性 炭 、 ア ル カ リ 性 ガ ス 用 添 着 形 活 性 炭 、 オ ゾ ン 除 去 用 添 着 形
活 性 炭 、 ま た は 二 酸 化 マ ン ガ ン と 酸 化 ア ル ミ ナ を 主 成 分 と す る 触 媒 な ど か ら な る 吸 着 材 の
い ず れ か を 固 着 さ せ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ お よ び 図 ２ は 本 発 明 の 実 施 例 を 示 す 概 略 縦 断 面 図 と 一 部 の 拡 大 図 で 、 １ は ケ ー ス 、 ２
は 吸 気 口 、 ３ は 荷 電 部 で 、 直 流 高 圧 電 源 ４ で プ ラ ス に 充 電 さ れ る 複 数 の 放 電 極 ３ １ と マ イ
ナ ス に 充 電 さ れ た 対 極 ３ ２ を そ な え て い る 。 ５ は 荷 電 部 ３ の 下 流 に 配 置 さ れ た 集 塵 部 で 、
フ ィ ル タ 部 材 ５ １ と 、 そ の 上 流 側 に 直 流 高 圧 電 源 ６ の マ イ ナ ス 側 に 接 続 し て ア ー ス さ れ た
上 流 側 電 極 板 ５ ２ と 、 下 流 側 に 直 流 高 圧 電 源 ６ の プ ラ ス 側 に 接 続 さ れ た 下 流 側 電 極 板 ５ ３
を 重 ね て 構 成 し て い る 。 ７ は 集 塵 部 ５ の 下 流 に 設 け た 送 風 フ ァ ン 、 ８ は 排 出 口 、 ９ は 吸 気
口 の 近 く に 設 け た プ レ フ ィ ル タ で あ る 。
上 流 側 電 極 板 ５ ２ と 下 流 側 電 極 板 ５ ３ に は 、 そ れ ぞ れ 打 抜 加 工 に よ る 多 数 の 通 風 孔 ５ ４ 、
５ ５ を 設 け て お り 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 相 互 の 通 風 孔 の 加 工 位 置 を ず ら せ 、 フ ィ ル タ 部 材
５ １ を 挟 ん で 組 み 立 て た と き に 、 通 風 孔 ５ ４ 、 ５ ５ の 位 置 が ず れ る よ う に し て い る 。 な お
、 通 風 孔 は ス リ ッ ト に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
送 風 フ ァ ン ７ に よ り 吸 気 口 ２ か ら 吸 い 込 ま れ た 空 気 は 、 プ レ フ ィ ル タ ９ で 粗 い ゴ ミ が 除 去
さ れ て 、 粉 塵 を 含 ん だ 空 気 が 荷 電 部 ３ に 送 ら れ る 。 荷 電 部 ３ で は 放 電 電 極 ３ １ か ら 対 極 ３
２ に 向 か っ て コ ロ ナ 放 電 を 生 じ 、 流 入 し た 粉 塵 は プ ラ ス に 荷 電 さ れ る た め 、 荷 電 さ れ た 粉
塵 の 一 部 は 対 極 ３ ２ に 付 着 捕 集 さ れ る 。 荷 電 部 ３ で 捕 集 さ れ な い 粉 塵 は 集 塵 部 ５ に 送 ら れ
、 上 流 側 電 極 ５ ２ に 付 着 し 、 残 り は ク ー ロ ン 力 で フ ィ ル タ 部 材 ５ １ に 流 入 す る 。 フ ィ ル タ
部 材 ５ １ は 、 フ ィ ル タ の 目 付 け 量 で 決 ま る 集 塵 効 率 で メ カ ニ カ ル に 捕 集 さ れ る と と も に 、
電 極 間 の 強 い 電 界 に よ っ て フ ィ ル タ 部 材 ５ １ の 繊 維 が 誘 電 分 極 す る の で 、 こ れ に よ っ て 繊
維 の マ イ ナ ス 分 極 部 分 に プ ラ ス に 帯 電 し た 粉 塵 が 付 着 し 捕 集 さ れ る 。 こ の 場 合 、 上 流 側 電
極 板 ５ ２ の 通 風 孔 ５ ４ と 、 下 流 側 電 極 板 ５ ３ の 通 風 孔 ５ ５ の 位 置 が ず れ て い る た め 、 フ ィ
ル タ 部 材 ５ １ に 流 れ 込 ん だ 空 気 は 、 図 ２ に 矢 印 で 示 す よ う に 、 通 風 孔 ５ ４ か ら フ ィ ル タ 部
材 内 、 と く に 下 流 側 で 曲 が っ て 流 れ る だ け で な く 、 下 流 側 電 極 板 ５ ３ に は プ ラ ス 電 圧 が 印
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加 さ れ て い る の で 、 プ ラ ス に 帯 電 し た 粉 塵 に は 空 気 の 流 れ 方 向 と は 逆 方 向 に ク ー ロ ン 力 が
働 い て 、 粉 塵 の 流 れ 方 向 を さ ら に 曲 げ る よ う に 作 用 す る 。 こ の た め 、 粉 塵 が フ ィ ル タ 部 材
５ １ 中 を 通 過 す る 経 路 が 長 く な り 、 下 流 側 電 極 板 ５ ３ の ク ー ロ ン 力 に よ っ て 速 度 が 低 下 し
、 フ ィ ル タ 部 材 ５ １ に 付 着 す る 確 率 を 増 大 さ せ 、 集 塵 効 率 が 向 上 す る 。
な お 、 通 風 孔 の 形 状 や 大 き さ 、 配 置 、 間 隔 、 お よ び ず れ の 程 度 な ど は 、 任 意 に 設 定 で き る
が 、 フ ィ ル タ の 特 性 を 含 め て 実 験 に よ り 最 適 な 組 み 合 わ せ を 選 ぶ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ３ は 、 別 の 実 施 例 を 示 す 要 部 の 断 面 図 で 、 下 流 側 電 極 板 ５ ３ に 絶 縁 被 覆 １ ０ を 設 け て い
る 。
フ ィ ル タ 部 材 ５ １ に は 、 運 転 に 応 じ て 粉 塵 が 付 着 堆 積 し て く る が 、 こ の た め フ ィ ル タ 部 材
の 絶 縁 抵 抗 が 低 下 す る の で 、 抵 抗 の 低 い 部 分 で 短 絡 状 態 に な り 火 花 放 電 を 発 生 す る こ と が
あ る 。 下 流 側 電 極 板 ５ ３ に 絶 縁 被 覆 １ ０ を 設 け る こ と に よ り 放 電 時 の 電 流 が 抑 制 さ れ 、 火
花 放 電 が 起 こ り に く く な り 、 電 極 間 の 印 加 電 圧 を 大 き く し て フ ィ ル タ 部 分 に か か る 電 界 を
強 く す る こ と が で き 、 フ ィ ル タ 部 分 の 誘 電 分 極 を 強 く し 、 集 塵 効 率 を 向 上 さ せ る 。 ま た 、
電 界 を 強 く で き る の で 、 空 気 の 流 れ 方 向 と は 逆 方 向 の ク ー ロ ン 力 が 大 き く な り 、 粉 塵 の フ
ィ ル タ 部 材 内 の 滞 留 時 間 を さ ら に 長 く し 、 付 着 す る 確 率 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ４ は 別 の 実 施 例 の 概 略 を 示 す 断 面 図 で 、 図 １ と 同 じ 部 分 に 同 一 の 符 号 を 付 し て い る 。
集 塵 部 ５ は 、 直 流 高 圧 電 源 ６ の プ ラ ス 側 に 接 続 さ れ 通 気 性 を 有 す る 反 発 電 極 ５ ６ と 、 直 流
高 圧 電 源 ６ の マ イ ナ ス 側 に 接 続 し て 接 地 さ れ た 集 塵 電 極 ５ ７ が 、 相 互 に 平 行 に 対 向 し て 吸
入 空 気 流 に 対 し て 直 交 す る 方 向 に 積 層 し て 設 け ら れ 、 空 気 流 の 方 向 に 対 し て 所 定 の 角 度 ｇ
だ け 傾 け て 構 成 さ れ て い る 。 １ １ は オ ゾ ン 分 解 触 媒 で あ る 。
し た が っ て 、 反 発 電 極 ５ ６ と 集 塵 電 極 ５ ７ の 間 に 空 気 通 路 が 長 く 確 保 さ れ る が 圧 力 損 失 の
増 加 を 防 ぎ 、 傾 斜 角 ｇ に 応 じ て 空 気 中 の 粉 塵 と 臭 気 成 分 が 、 反 発 電 極 ５ ６ と 集 塵 電 極 ５ ７
に 強 く 当 た っ て 接 触 が 良 好 に な り 、 集 塵 お よ び 臭 気 成 分 の 分 解 効 率 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ５ お よ び 図 ６ は 、 集 塵 部 ５ の 構 成 を 示 す 別 の 実 施 例 で 、 図 ５ は 、 反 発 電 極 ５ ６ を 吸 入 空
気 流 の 方 向 に 屈 曲 さ せ て ブ リ ー ツ 状 に 形 成 し 、 集 塵 電 極 ５ ７ を 平 板 状 に し て お り 、 図 ６ は
、 反 発 電 極 ５ ６ を 平 板 状 に し 、 集 塵 電 極 ５ ７ を ブ リ ー ツ 状 に 形 成 し て い る 。
こ の た め 、 プ リ ー ツ 状 に し た 電 極 の 凸 部 と 、 平 板 状 の 電 極 と の 間 に 強 力 な 電 界 作 用 を 形 成
で き 、 荷 電 さ れ た 粉 塵 を 、 静 電 的 な 作 用 （ ク ー ロ ン 力 ） に よ り 集 塵 電 極 ５ ７ に 効 率 よ く 捕
集 さ せ る 。 ま た 、 プ リ ー ツ 形 状 に 屈 曲 さ せ て い る た め 、 電 極 の 表 面 積 が 増 大 し 、 こ の 電 極
面 を 通 過 す る 空 気 流 の 速 度 が 減 速 さ れ 、 圧 力 損 失 の 上 昇 を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ７ は 、 集 塵 部 ５ に お け る 反 発 電 極 ５ ６ と 集 塵 電 極 ５ ７ の １ 組 を 示 す 別 の 実 施 例 で 、 そ れ
ぞ れ の 電 極 の 上 下 両 面 に 、 酸 性 ガ ス 用 添 着 形 活 性 炭 、 塩 基 性 ガ ス 用 添 着 形 活 性 炭 、 ア ル カ
リ 性 ガ ス 用 添 着 形 活 性 炭 、 オ ゾ ン 除 去 用 添 着 形 活 性 炭 、 ま た は 二 酸 化 マ ン ガ ン と 酸 化 ア ル
ミ ナ を 主 成 分 と す る 触 媒 、 か ら な る 吸 着 材 １ ２ の い ず れ か 、 あ る い は 各 面 で 異 な る 吸 着 材
を 組 み 合 わ せ て 固 着 さ せ て い る 。
こ の た め 、 吸 着 材 １ ２ に よ る 物 理 的 吸 着 と 、 オ ゾ ン に よ る 酸 化 分 解 反 応 と の 相 乗 効 果 が 得
ら れ 、 吸 入 空 気 中 の 臭 気 の 主 成 分 で あ る 窒 素 化 合 物 、 硫 黄 化 合 物 や 脂 肪 酸 を 効 率 良 く 吸 着
分 解 さ せ る 。
ま た 、 反 発 電 極 ５ ６ と 集 塵 電 極 ５ ７ の 上 下 面 の い ず れ か に オ ゾ ン 除 去 用 添 着 型 活 性 炭 を 固
着 さ せ て お く と 、 未 反 応 オ ゾ ン を 吸 着 分 解 さ せ る こ と が で き 、 集 塵 部 ５ の 下 流 に オ ゾ ン 分
解 触 媒 １ １ を 設 置 す る 必 要 が な く な り 、 設 置 す る 場 合 で も 薄 い も の で 良 く 、 装 置 の 小 型 化
を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
こ の よ う に 本 発 明 の 請 求 項 １ の 発 明 は 、 集 塵 部 を 構 成 す る フ ィ ル タ 部 材 を 挟 む 上 流 側 電 極
板 と 下 流 側 電 極 板 に 設 け た 通 風 孔 を 、 相 互 に ず ら せ た 位 置 に 設 け て い る の で 、 粉 塵 が フ ィ
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ル タ 部 材 内 を 通 過 す る 滞 留 時 間 が 長 く す る こ と が で き 、 粉 塵 が フ ィ ル タ 部 材 に 付 着 す る 確
率 を 増 大 さ せ 、 低 圧 力 を 維 持 し て 集 塵 効 率 を 向 上 さ せ る 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 請 求 項 ２ に 示 す よ う に 、 下 流 側 電 極 板 に 、 通 風 孔 を 除 い て 絶 縁 被 覆 を 設 け る こ と に
よ り 、 フ ィ ル タ 部 材 に 堆 積 し た 粉 塵 に よ っ て 絶 縁 低 下 を 生 じ て も 、 火 花 放 電 を 防 ぎ 、 電 極
間 電 圧 を 増 し て フ ィ ル タ 部 材 に か か る 電 界 を 強 く で き 、 集 塵 効 率 を さ ら に 高 め 得 る 効 果 が
あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
請 求 項 ３ の 空 気 清 浄 機 で は 、 集 塵 部 に お け る 圧 力 損 失 の 増 大 を 抑 制 で き 、 反 発 電 極 と 集 塵
電 極 の 表 面 積 と と も に 、 吸 入 空 気 中 の 粉 塵 や 臭 気 成 分 と 反 発 電 極 お よ び 集 塵 電 極 と の 接 触
状 態 を 改 善 で き 、 集 塵 効 果 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
ま た 、 請 求 項 ４ で は 、 プ リ ー ツ 状 に し た 電 極 の 突 部 と 平 板 状 に し た 電 極 と の 間 に 、 高 い 電
界 領 域 を 形 成 で き 、 粉 塵 を 集 塵 電 極 に 効 率 良 く 捕 集 さ せ る こ と が で き る 効 果 が あ り 、 電 極
間 を 通 る 空 気 の 速 度 を 減 速 さ せ 、 集 塵 部 に お け る 圧 力 損 失 の 上 昇 を 一 層 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
請 求 項 ５ の 空 気 清 浄 機 で は 、 吸 入 空 気 中 に 含 ま れ る 臭 気 成 分 を 効 率 良 く 吸 着 分 解 さ せ 、 集
塵 部 の 下 流 に 脱 臭 部 や オ ゾ ン 分 解 触 媒 な ど の 脱 臭 装 置 を 設 け る 必 要 が な く な り 、 装 置 を 簡
単 な 構 成 に す る こ と が で き 、 脱 臭 装 置 を 設 け る 場 合 で も 小 型 の も の で 十 分 で あ り 、 装 置 全
体 を コ ン パ ク ト に で き る な ど の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 概 略 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 一 部 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 例 を 示 す 要 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 例 の 概 略 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 集 塵 部 の 別 の 構 成 を 示 す 実 施 例 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 集 塵 部 の さ ら に 別 の 構 成 を 示 す 実 施 例 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 集 塵 部 の 構 成 を 示 す 別 の 実 施 例 で 、 反 発 電 極 と 集 塵 電 極 の １ 組 を 示 し て
い る 。
【 図 ８ 】 従 来 の 例 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 の 別 の 例 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 ケ ー ス
２ 　 吸 気 口
３ 　 荷 電 部
３ １ 　 放 電 極
３ ２ 　 対 極
４ 　 直 流 高 圧 電 源
５ 　 集 塵 部
５ １ 　 フ ィ ル タ 部 材
５ ２ 　 上 流 側 電 極 板
５ ３ 　 下 流 側 電 極 板
５ ４ 　 通 風 孔
５ ５ 　 通 風 孔
５ ６ 　 反 発 電 極
５ ７ 　 集 塵 電 極
６ 　 直 流 高 圧 電 源
７ 　 送 風 フ ァ ン
８ 　 排 出 口
９ 　 プ レ フ ィ ル タ
１ ０ 　 絶 縁 被 覆
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１ １ 　 オ ゾ ン 分 解 触 媒
１ ２ 　 吸 着 材

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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